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今
年
の
夏
は
気
象
庁
に
よ
る
と
過
去
一
二
六
年
で
最
も
暑
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。
比
叡
山
麓
は
未
だ
酷
暑
の
な
か
で
す
が
、
す
で
に
稲
刈
り

が
進
み
、
実
り
の
季
節
を
迎
え
始
め
ま
し
た
。

今
年
も
横
川
の
四
季
講
堂
で
は
、
元
三
大
師
御
誕
生
会
が
九
月
三
日

に
執
り
行
わ
れ
、
比
叡
山
中
興
の
祖
、
慈
慧
大
師
良
源
さ
ま
へ
の
報
恩

と
、
そ
の
ご
加
護
を
祈
る
人
々
が
横
川
に
集
い
、
一
日
祈
り
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

法
要
の
合
間
に
は
ご
信
徒
に
よ
る
音
楽
や
舞
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
、

午
前
中
に
は
村
上
天
皇
の
御
願
に
よ
り
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
始
め

ら
れ
た
「
四
季
講
」（
秋
期
）
法
華
八
講
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
に

は
大
師
が
こ
の
世
へ
御
誕
生
・
出
現
さ
れ
た
こ
と
を
祝
し
、
御
本
地
如

意
輪
観
音
を
供
養
す
る
「
如
意
輪
曼
茶
羅
供
」
が
修
さ
れ
、
報
恩
と
共

に
玉
体
安
穏
、
天
下
泰
平
、
厄
難
消
除
、
善
願
成
就
が
祈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
黄
昏
に
は
ご
信
徒
の
回
向
法
要
「
天
恵
講
」
が
、
続
い
て
所
願
成

就
の
た
め
の
「
不
動
護
摩
供
」
が
修
さ
れ
ま
し
た
。

堂
内
の
宮
殿
に
は
「
慈
慧
大
師
御
真
影
」
が
こ
の
日
と
、
正
月
三
日

の
「
元
三
会
」、
四
月
十
八
日
の
「
御
影
供
」
に
特
別
に
奉
懸
さ
れ
ま

す
。
御
真
影
は
尋
禅
和
尚
が
大
師
の
影
を
写
し
た
と
伝
え
、
元
亀
兵
難

の
際
に
は
、
時
の
大
師
堂
の
執
事
福
成
坊
俊
存
に
よ
り
動
座
さ
れ
、
御

真
影
を
先
頭
に
多
く
の
住
僧
が
仰
木
口
の
豊
臣
秀
吉
公
の
陣
に
逃
れ
ま

し
た
。御
真
影
は
戦
乱
の
中
に
あ
っ
て
も
多
く
の
方
に
よ
っ
て
護
ら
れ
、

た
す

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
坂
本
城
主
の
浅
野
長
政
公
の
扶
け
に
よ
り

帰
山
し
、
徳
川
家
康
公
が
御
真
影
を
安
置
す
る
堂
を
建
て
、
翌
年
再
興

第
一
回
の
元
三
会
を
勅
会
と
し
て
行
う
手
は
ず
を
整
え
執
行
し
ま
し

た
。大

師
は
、
律
令
制
度
が
崩
壊
し
国
・
社
会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化

し
た
十
世
紀
に
活
躍
し
、
第
十
八
代
天
台
座
主
も
勤
め
比
叡
山
の
修
行

と
学
問
の
制
度
を
再
整
備
さ
れ
、
恵
心
僧
都
源
信
や
性
空
上
人
な
ど
門

下
三
千
と
も
云
わ
れ
る
多
く
の
弟
子
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
大
師
は
次

の
よ
う
な
和
歌
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

憂
き
こ
と
は

世
に
住
む
ほ
ど
の

な
ら
い
よ
と

思
い
も
知
ら
で

な
に
歎
く
ら
ん

今
の
世
の
中
、
人
の
営
み
や
自
然
環
境
の
変
化
が
い
よ
い
よ
大
き
く

極
端
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
古
来
よ
り
日
本
に
生
き
る
人
び
と

は
、
四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
さ
や
、
人
の
営
み
に
互
い
に
感
謝
し
畏

敬
の
念
を
持
ち
、
時
に
手
を
合
わ
せ
、
時
に
は
和
歌
を
詠
み
想
い
を
あ

ら
わ
し
ま
し
た
。

変
化
す
る
も
の
と
変
わ
ら
ず
に
あ
る
も
の
を
正
し
く
見
据
え
、
悪
し

き
こ
と
も
よ
き
こ
と
も
「
無
常
」
常
な
ら
ず
と
前
向
き
に
と
ら
え
、
未

来
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
声
が
夏
の
野
山
や
学
び
舎
に
元
気
に
響

き
続
け
る
こ
と
を
、
一
千
年
余
り
の
時
代
を
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た
大
師

の
ご
寶
前
で
願
い
ま
し
た
。

元元三三大大師師御御誕誕生生会会ににごご寶寶前前でで願願うう

令
和
5
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

真
の
心
を
開
き
発
こ
す

比
叡
山
１
面

０
９
０
８
０
１

藤
❶
井
❷
井
❸
井
❹
井

ご
購
読
は
延
暦
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

こ
の
度
の
米
国
ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
に
お
け
る
山
火
事
被
害
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

天
台
宗
総
本
山

比
叡
山
延
暦
寺

まだ厳しさが残る陽射しのなか稲刈りに勤しむ山麓仰木の人々
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宗
祖
伝
教
大
師
が
、
父
母
へ
の
報
恩
供
養
と
人
々
の
教
化
救
済
の
た
め
『
法
華
経
』
を
講
じ
た
こ
と
に
由
来

す
る
恒
例
の
「
戸
津
説
法
」
が
、
本
年
も
大
津
市
下
阪
本
の
東
南
寺
に
お
い
て
８
月
２１
日
よ
り
５
日
間
に
わ
た

り
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
今
号
は
、
戸
津
説
法
を
取
材
す
る
と
共
に
、
本
年
度
の
説
法
師
を
勤
め
ら
れ
た
延

暦
寺
一
山
求
法
寺
住
職
の
武
覚
超
師
（
７５
）
が
説
法
の
資
料
と
し
て
著
し
た
『
戸
津
説
法
の
し
お
り
』
を
引
用

し
、
説
法
の
詳
細
や
歴
史
を
解
説
す
る
。

戸
津
説
法
の
由
来
と
歴
史

戸
津
説
法
は
、
比
叡
山
東

南
の
麓
、
琵
琶
湖
西
岸
戸
津

浜
（
大
津
市
下
阪
本
三
丁

目
）
に
あ
る
東
南
寺
に
お
い

て
毎
年
八
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
の
五
日
間
に

わ
た
り
、
宗
祖
伝
教
大
師
の

む
り
ょ
う

ぎ

御
心
を
体
し
て
、『
無
量
義

き
ょ
う

み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

経
』一
巻
・『
妙
法
蓮
華
経
』八

か
ん
ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
ぎ
ょ
う
ぼ
う
き
ょ
う

巻
・『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』

一
巻
の
「
法
華
三
部
経
」、

じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
ほ
ん
が
ん
き
ょ
う

並
び
に『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

法
会
を
戸
津
説
法
ま
た
は
東

南
寺
説
法
と
称
し
て
い
る
。

戸
津
説
法
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
織
田
信
長
に
よ
る
元

亀
二
年（
一
五
七
一
）の
比
叡

山
焼
き
討
ち
以
前
の
記
録
は

殆
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、
江

戸
初
期
の
文
献
に
は
古
来
の

伝
承
を
伝
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
に
安
楽
律
の

み
ょ
う
り
ゅ
う

じ
さ
ん

妙
立
慈
山
（
一
六
三
七
〜
一

六
九
〇
）
が
書
し
た
『
東
南

寺
募
縁
記
』
や
、
貞
享
三
年
け
い
そ
く

（
一
六
八
六
）
に
横
川
雞
足

い
ん
か
く
じ
ん

院
覚
深
が
記
し
た
『
東
南
寺

説
法
記
』の
序
文
に
よ
る
と
、

伝
教
大
師
が
東
南
寺
と
生
源

寺
の
二
寺
を
建
立
し
て
『
法

華
経
』
の
講
演
を
始
め
た
こ

と
が
戸
津
説
法
の
起
源
と
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、
戸
津
説

法
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
み

・

大
師
の
亡
父
で
あ
る
三

つ
の
お
び
と
も
も
え

み
ょ
う
と
く

津
首
百
枝
公
・
亡
母
妙
徳

ぶ
に
ん

夫
人
お
よ
び
一
切
の
精
霊

追
福
の
た
め

・

江
西
（
琵
琶
湖
西
岸
地

域
）
の
民
衆
の
教
化
救
済

の
た
め

・

山
僧
（
比
叡
山
僧
侶
）

の
学
道
の
階
梯
を
進
ま
し

め
る
た
め

と
説
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
焼
き
討
ち
後
の

天
正
十
六
年（
一
五
八
八
）、

み
な
み

お
だ
に
ほ
う
お
ん
い
ん
ぞ
ん
し
ん

西
塔
南
尾
谷
法
園
院
存
心

が
、
元
亀
以
前
の
題
者
で
あ

ひ
が
し
た
に
さ
い
ら
く
い
ん
ご
う
に
ん

っ
た
西
塔
東
谷
西
楽
院
豪
仁

探
題
よ
り
伝
聞
し
た
、
元
亀

兵
火
直
前
ま
で
の
戸
津
説
法

の
法
楽
に
つ
い
て
の
所
説
を

し
ち
し
ゃ
り
ゃ
っ

き

記
し
た
『
七
社
略
記
戸
津
説

法
法
楽
』
に
よ
る
と
、
焼
き

討
ち
以
前
に
は
六
月
二
十
日

よ
り
七
月
二
十
日
ま
で
の
三

十
日
間
に
わ
た
り
東
南
寺
で

法
華
三
十
講
が
執
行
さ
れ
、

そ
の
初
七
日
間
は
山
王
権
現

へ
の
法
楽
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
元
亀
焼
き
討

ち
以
前
の
戸
津
説
法
に
は
山

王
権
現
の
御
法
楽
が
修
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

戸
津
説
法
の
期
間

記
録
が
残
る
焼
き
討
ち
以

後
の
再
興
と
そ
の
歴
史
に
つ

い
て
は
、
再
興
第
一
回
の
戸

津
説
法
が
元
亀
兵
火
後
六
十

八
年
を
経
過
し
た
寛
永
十
五

年
（
一
六
三
八
）
東
南
寺
に

お
い
て
復
活
さ
れ
た
こ
と
、

法
華
開
経
の
『
無
量
義
経
』

一
巻
・
『
妙
法
蓮
華
経
』
八

巻
二
十
八
品
・
法
華
結
経
の

『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
一

巻
を
七
月
十
六
日
よ
り
三
十

箇
日
に
わ
た
っ
て
講
じ
る

「
法
華
三
十
講
」
が
焼
き
討

ち
前
と
同
様
の
形
で
始
め
ら

れ
た
こ
と
、
第
一
回
の
説
法ほう

師
は
西
塔
北
谷
正
観
院
の
法

い
ん
ご
ん
だ
い
そ
う
ず
し
ゅ
ん
の
う

印
権
大
僧
都
舜
能
が
勤
仕
し

た
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
初
は
順
調
で

は
な
く
、
特
に
再
興
第
一
回

の
寛
永
十
五
年
（
一
六
三

八
）
か
ら
万
治
二
年
（
一
六

五
九
）
ま
で
の
二
十
二
年
間

に
は
、
わ
ず
か
四
回
し
か
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

全
て
が
灰
塵
と
帰
し
た
焼
き

討
ち
か
ら
の
復
興
と
い
う
苦

難
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
三
十
日
間
と
い
う
長

期
に
わ
た
っ
て
の
法
華
三
十

講
と
い
う
厳
し
い
長
講
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
山
衆

議
に
よ
り
万
治
三
年
（
一
六

六
〇
）
か
ら
は
十
日
間
の
法

華
十
講
に
改
め
ら
れ
た
。
当

年
の
勤
仕
者
は
東
塔
東
谷
正

ご
う
し
ん

覚
院
の
探
題
豪
親
僧
正
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
も
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
と
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）、
及
び
延
宝

六
年
（
一
六
七
八
）
に
欠
講

と
な
っ
た
が
、延
宝
七
年（
一

六
七
九
）
以
降
、
令
和
五
年

（
二
〇
二
三
）
に
至
る
ま
で

の
三
百
四
十
五
年
間
で
は
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の

異
病
蔓
延
、
令
和
二
年
（
二

〇
二
〇
）
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
蔓
延
に
よ
り
公
布

休
講
と
な
っ
た
以
外
、
毎
年

欠
か
す
こ
と
な
く
継
続
し
て

奉
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
称

嘆
に
値
す
る
も
の
で
特
筆
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

天
台
座
主
へ
の
登
竜
門

な
お
、
戸
津
説
法
勤
仕
のそう

年
齢
、
並
び
に
得
度
後
の
僧

ろ
う臈
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
江

戸
中
期
の
元
禄
十
五
年
（
一

七
〇
二
）
以
後
、
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
に
至
る
百
四

十
名
の
説
法
者
の
平
均
年
齢

は
、
四
十
七
・
八
歳
、
僧
臈

は
三
十
五
・
二
年
で
あ
り
、

僧
階
は
「
法
印
大
僧
都
」
が

大
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
、
天
台
座
主
へ
の

登
龍
門
と
な
っ
た
明
治
以
後

と
は
異
な
り
、
か
つ
て
は
壮

年
期
の
僧
が
勤
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ぼ
う
ぎ

戸
津
説
法
勤
仕
者
が
望
擬

こ
う講
に
任
じ
ら
れ
、
現
在
の
よ

う
な
探
題
（
探
題
の
最
上
席

者
が
座
主
）
へ
の
法
階
と
し

て
の
経
歴
に
組
み
込
ま
れ
た

の
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六

八
）
閏
四
月
十
六
日
に
二
品

昌
仁
親
王
（
梨
本
宮
守
脩
親

王
）
よ
り
正
覚
院
前
大
僧
正

ご
う
か
い

豪
海
が
天
台
座
主
職
の
譲
受

を
得
て
、
第
二
百
三
十
二
世

座
主
と
な
っ
て
か
ら
以
後
の

こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）
十
月
三
十

日
に
第
二
百
三
十
九
世
天
台

ぼ
う
じ
ょ
う
こ
う
ね
ん

座
主
と
な
っ
た
坊
城
皎
然
猊

下
以
後
、
現
在
の
第
二
百
五

十
八
世
大
樹
孝
啓
猊
下
に
至

る
ま
で
の
十
九
名
の
座
主
猊

下
は
、
全
て
戸
津
説
法
を
勤

仕
さ
れ
た
上
で
の
経
歴
に
よ

り
延
暦
寺
住
職
と
し
て
座
主

に
上
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
万
治
三
年
（
一
六

六
〇
）
に
定
め
ら
れ
た
十
日

間
の
法
華
十
講
が
現
行
の
よ

う
に
八
月
二
十
一
日
か
ら
の

五
日
間
に
短
縮
さ
れ
た
年
代

は
明
確
で
は
な
い
が
、
明
治

以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

本
年
、
武
覚
超
師
を
説
法

師
に
執
り
行
わ
れ
た
戸
津
説

法
に
は
、
初
日
は
も
と
よ
り

連
日
約
２
０
０
名
余
り
が
聴

聞
に
訪
れ
、
東
南
寺
の
本
堂

内
外
は
真
剣
な
眼
差
し
で
メ

モ
を
取
る
人
々
の
様
子
が
見

受
け
ら
れ
た
。

戸
津
説
法
は
例
年
、
説
法

師
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
一
隅
を

照
ら
す
べ
く
研
鑽
を
重
ね
た

専
門
分
野
と
『
法
華
経
』
の

実
践
布
教
を
紐
付
け
な
が
ら

解
説
さ
れ
進
め
ら
れ
る
が
、

叡
山
学
院
に
て
教
鞭
を
取

り
、
天
台
宗
勧
学
と
し
て
長

き
に
わ
た
り
天
台
教
学
を
研

究
し
て
き
た
武
師
の
説
法

は
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
た
説
法
で
あ

っ
た
。
本
堂
内
外
の
聴
聞
者

に
は
、
記
念
品
と
し
て
表
装

さ
れ
た
『
戸
津
説
法
の
し
お

り
』
を
始
め
、
日
毎
武
師
に

よ
り
し
っ
か
り
要
点
を
ま
と

め
ら
れ
た
手
製
の
レ
ジ
ュ
メ

が
配
布
さ
れ
、説
法
で
は『
法

華
経
』
の
各
品
の
詳
細
ま
で

わ
か
り
や
す
く
こ
と
細
か
に

解
説
さ
れ
た
。

武
師
は
初
日
の
挨
拶
で

『
法
華
経
』に
つ
い
て
、「『
源

氏
物
語
』
な
ど
の
文
学
や
絵

画
等
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
今
日
の
日
本
文
化
の
精

神
的
支
え
と
な
っ
て
い
る
」

と
述
べ
、
そ
の
上
で
「
私
の

読
み
込
み
や
解
釈
に
至
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う

が
、『
法
華
経
』
に
説
か
れ

た
釈
尊
の
尊
い
教
え
の
素
晴

ら
し
さ
の
一
端
を
お
伝
え
し

た
い
」
と
聴
聞
者
へ
意
気
込

み
を
語
っ
た
。
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次
に
、
戸
津
説
法
の
期
間

に
つ
い
て
は
、『
七
社
略
記

戸
津
説
法
法
楽
』
に
あ
る
よ

う
に
、
元
亀
兵
火
以
前
は
六

月
二
十
日
よ
り
七
月
二
十
日

ま
で
の
三
十
日
間
で
あ
っ
た

が
、
覚
深
の
『
東
南
寺
説
法

記

序
』
に
よ
れ
ば
、
毎
年

じ

し

び

七
月
十
六
日
の
僧
自
恣
日

（
安
居
終
了
後
、
互
い
に
懺

悔
を
行
う
日
）
か
ら
三
十
箇

日
と
あ
り
、
焼
き
討
ち
後
は

戸
津
説
法
の
期
間
を
約
一
ヶ

月
繰
り
下
げ
て
実
施
さ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。

な
お
、
明
和
四
年
（
一
七

さ
ん
も
ん
ど
う
し
ゃ
ゆ
い

六
七
）
撰
の
『
山
門
堂
社
由

し
ょ
き

い
に
し
え

緒
記
』
に
よ
る
と
、「
古
、む

東
南
寺
お
よ
び
生
源
寺
、
無

ろ
ど
う

漏
堂
（
観
福
寺
）
に
お
い
て

各
十
日
、
法
華
を
講
ず
」
と

示
さ
れ
て
お
り
、
焼
き
討
ち

以
前
に
は
東
南
寺
・
生
源
寺

・
観
福
寺
の
三
つ
の
寺
院
で

十
日
ず
つ
順
次
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
つ
の

寺
院
に
て
い
つ
頃
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な

く
、『
七
社
略
記
戸
津
説
法

法
楽
』
や
『
東
南
寺
説
法

序
』
等
に
よ
れ
ば
、
す
で
に

元
亀
兵
火
直
前
の
頃
、
お
よ

び
焼
き
討
ち
後
の
再
興
以
後

は
、
東
南
寺
一
院
の
み
で
修

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
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〇
戸
津
説
法
の
日
程

・
第
一
日

初
日

八
月
二
十
一
日

戸
津
説
法
の
略
史
と
「
法
華
三
部
経
」
概
要
、『
無
量

義
経
』

（
法
華
開
経
）
に
つ
い
て
の
説
法
。

・
第
二
日

八
月
二
十
二
日

『
法
華
経
』
一
の
巻
「
序
品
」
第
一
よ
り
四
の
巻

「
見
宝
塔
品
」
第
十
一
ま
で
の
説
法
。

・
第
三
日

中
日

八
月
二
十
三
日
だ
い
ば
だ
っ
た
ほ
ん

午
前

『
法
華
経
』
五
の
巻
「
提
婆
達
多
品
」
第
十
二

み
ょ
う
お
ん
ぼ
さ
つ
ほ
ん

よ
り
七
の
巻「
妙
音
菩
薩
品
」第
二
十
四
ま
で
の
説
法
。

せ

が

き

説
法
後
、
施
餓
鬼
法
要
執
行
。

午
後

『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
に
つ
い
て
の
説
法
。

・
第
四
日

八
月
二
十
四
日
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ
ふ
も
ん
ぼ
ん

『
法
華
経
』
八
の
巻
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
第
二
十

ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
か
ん
ぼ
っ
ぽ
ん

五
よ
り「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」第
二
十
八
ま
で
の
説
法
。

説
法
後
、
地
蔵
盆
法
要
（『
地
蔵
経
』
読
誦
）。

・
第
五
日

結
願

八
月
二
十
五
日

『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』（
法
華
結
経
）
に
つ
い
て
の

説
法
。
説
法
終
わ
っ
て
「
お
十
念
」。
放
生
会
執
行
。

○
毎
日
の
日
程

午
前
九
時

説
法
師

滋
賀
院
出
発
東
南
寺
へ
。

ふ
じ
ゅ
も
ん

午
前
九
時
半

説
法
師
代
理
に
よ
る
諷
誦
文
読
誦
。

午
前
十
時
半

説
法
師
諷
誦
文
読
誦
と
説
法
、

十
一
時
半
説
法
終
了
。

○
中
日
（
八
月
二
十
三
日
）
の
日
程

・
午
前
の
説
法
終
了
後
、
午
後
一
時
、
説
法
師
代
理

に
よ
る
諷
誦
文
読
誦
。
午
後
一
時
半

説
法
師
諷
誦
文

読
誦
と
説
法
、
午
後
二
時
半
説
法
終
了
。

焼
き
討
ち
後
の
再
興

戸
津
説
法
を
勤
め
る
武
師

『
法
華
経
』は
日
本
文
化
の
精
神
的
支
え

し
お
り
と
レ
ジ
ュ
メ
で
詳
細
に
解
説

こ
の
度
、
戸
津
説
法
勤
仕

の
記
念
と
し
て
武
覚
超
師
執

筆
に
よ
る
『
法
華
経
概
説
』

（
定
価
２
２
０
０
円
）、
並

び
に
本
紙
に
て
隔
月
連
載
中

の
『
伝
教
大
師
の
生
涯
と
教

え
』（
定
価
２
５
３
０
円
）

が
同
朋
舎
新
社
か
ら
出
版
さ

れ
ま
し
た
�
写
真
。

ご
購
読
・
お
問
い
合
わ
せ

は
㈱
名
著
出
版
☎
０
７
２

（
８
８
７
）４
５
５
１
ま
で
。

戸津説法記念し執筆

『伝教大師の生涯と教え』
・『法華経概説』を出版

説法開始と共に東南寺本堂は法悦に溢れた

酷暑にもかかわらず聴聞者は堂外にもつめかけた

交易の中心地として栄えた比叡辻に建つ観福寺

説法の中日には水尾寂芳延暦寺執行を導師に施餓鬼法要が厳修された

熱を帯びる武師の説法

説
法
を
終
え
座
主
猊
下
御
名
代

堀
澤
祖
門
探
題
大
僧
正
よ
り
勤

仕
畢
之
証
が
親
授
さ
れ
た
（
二

宮
写
真
館
提
供
）

伝
教
大
師
ご
誕
生
の
地
と
さ
れ
る
生
源
寺

戸
津
説
法
で
民
衆
を
教
化
救
済

五
日
間
に
わ
た
り「
法
華
三
部
経
」十
巻
を
講
じ
る

―
武
覚
超
師
著『
令
和
五
年
八
月
戸
津
説
法
の
し
お
り
』か
ら
―

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�

説法を終え放生会を奉修する（二宮写真館提供）
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